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第
三
十
二
回
・
川
柳
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

今
回
は
訃
報
か
ら
お
伝
え
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
太
田
富
士
雄
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
）
が
六
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
太

田
さ
ん
は
最
優
秀
作
品
賞
を
五
度
受
賞
さ
れ
た

川
柳
の
達
人
で
し
た
。 

菅
田
校
長
の
太
田
さ
ん
を
し
の
ぶ
コ
メ
ン
ト
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

例
会
に
い
つ
も
早
め
に
来
ら
れ
て
定
席
に
太
田

さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

入
会
の
際
も
誘
い
も
し
な
い
の
に
自
ら
手
を
上

げ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
皆
勤
で
川
柳
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

最
優
秀
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
秀
句
が
多
か

っ
た
が
、
な
べ
て
語
句
の
使
い
方
が
優
れ
、
リ

ズ
ム
感
に
溢
れ
心
情
を
深
く
捉
え
て
い
ま
す
。 

自
作
を
紹
介
す
る
”
自
画
自
賛
”
コ
ー
ナ
ー
も

人
気
で
鼻
歌
交
じ
り
が
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。 

多
く
の
句
に

接
し
て
い
た

ら
し
く
「
こ

の
句
は
似
た

の

が

あ

っ

た
」
と 

貴
重
な
指
摘
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

優
秀
な
友
を
失
っ
た
ダ
メ
ー
ジ
は
長
く
続
く
で

し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
太
田
さ
ん
。 

 会
員
各
位
か
ら
の
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。 

お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
と
一
日
も
早
い

対
面
授
業
の
再
開
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 

幹
事 

 

吉
原
司
郎 

自
由
句 

① 

仲
間
逝
く
三
途
の
川
で
一
句
読
む 

（
高
谷 

昇 
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

こ
ん
に
ち
は
マ
ス
ク
同
士
で
あ
ん
た
誰
？

（
松
田
通
男 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

③ 

無
観
客
ダ
ミ
ー
人
形
デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

（
若
槻
匡
志 

Ｒ
Ｓ
Ｋ) 

④ 

ど
こ
へ
行
く
華
な
き
ソ
ー
リ
の
日
本
丸

（
辻
川
登
貴
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑤ 

不
味
く
て
も
い
さ
か
い
避
け
て
美
味
し
い

ね
（
菅
田
一
郎 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑥ 

低
気
圧
来
る
よ
り
速
い
神
経
痛 

（
横
田
真
理
子 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

愛
犬
コ
ロ
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
に
応
え
鳴
く

（
井
口
三
貴
子 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑧ 

夏
二
つ
迎
え
て
恋
し
三
の
「
密
」 

（
妹
尾
信
秀 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

の
ぞ
み
有
り
告
白
メ
ー
ル
午
前
ニ
時 

（
魚
森
洋
史 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

⑩ 

五
輪
あ
と
金
よ
り
も
菌
心
配
し 

（
後
藤
啓
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑪ 

や
ぶ
医
者
メ
！
診
た
て
は
い
つ
も
歳
の
せ

い
（
伊
藤
嘉
之 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑫ 

健
診
の
金
に
代
え
れ
ぬ
こ
の
命 

（
吉
原
司
郎 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 

 

課
題
句
～
の
ぞ
み 

① 

ワ
ク
チ
ン
で
コ
ロ
ナ
撃
退
望
み
出
る

（
高
谷 

昇 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

貧
乏
に
暇
持
て
余
し
の
ぞ
み
な
し 

（
松
田
通
男 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

③ 

地
球
か
ら
コ
ロ
ナ
撲
滅
の
ぞ
み
薄 

（
若
槻
匡
志 

Ｒ
Ｓ
Ｋ) 

④ 

老
い
た
れ
ど
望
み
は
尽
き
ず
青
ま
ま

（
辻
川
登
貴
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑤ 

新
感
染
の
ぞ
み
の
予
約
オ
レ
一
人 

（
菅
田
一
郎 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑥ 

痩
せ
ま
し
た
望
み
叶
え
ど
シ
ワ
だ
ら
け 

（
横
田
真
理
子 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

若
い
二
人
子
づ
く
り
旅
行
望
み
遠
く 

（
井
口
三
貴
子 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑧ 

ま
だ
奇
跡
あ
る
を
望
み
に
闘
病
す 

（
妹
尾
信
秀 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

の
ぞ
み
無
し
既
読
ス
ル
ー
も
三
回
目 

（
魚
森
洋
史 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑩ 
の
ぞ
み
込
め
つ
け
た
名
前
で
八
〇
年 

（
後
藤
啓
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑪ 

叶
う
な
ら
君
の
心
を
チ
ン
し
た
い
！ 

（
伊
藤
嘉
之 
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑫ 

た
だ
ひ
と
つ
み
ん
な
で
や
り
た
い
暑
気

払
い 

（
吉
原
司
郎 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
太
田
さ
ん
の
最
優
秀

作
品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

改
め
ま
し
て
太
田
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

・
老
い
も
よ
し
耳
遠
く
し
て
世
は
の
ど
か 

（
第
三
回
） 

・
老
い
る
と
も
夜
ご
と
愁
い
は
酒
に
捨
て 

（
第
四
回
） 

・
症
状
を
詳
し
く
言
う
と
検
査
増
え 

（
第
十
三
回
） 

・
呑
む
呑
ま
ぬ
係
わ
り
無
し
の
千
鳥
足 

（
第
十
九
回
） 

・
目
で
笑
い
マ
ス
ク
の
な
か
で
舌
を
出
す 

（
第
二
十
九
回
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
面
議
決
の
結
果
に
つ
い
て 

 

令
和
三
年
度
岡
山
支
部
「
総
会
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
四
月
～
実
施

予
定
の
延
期
を
重
ね
ま
し
た
が
結
局
中
止
と
な

り
、
そ
の
結
果
議
決
権
の
行
使
を
次
の
通
り
各

会
員
へ
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
「
書
面
議
決
」
に
て

実
施
致
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

「
議
案
名
と
結
果
」 

 

第
一
号
議
案 

令
和
二
年
度
決
算
報
告

承
認
の
件 

賛
成 

１
０
６ 

反
対 

０ 

 

第
二
号
議
案 

令
和
三
年
度
予
算
案 

承
認
の
件 

賛
成 

１
０
６ 

反
対 

０ 

第
三
号
議
案 

理
事
六
名
留
任
と 

亀
池
弘
二
さ
ん
理
事
新
任
の
件 

 
 
 

賛
成 

１
０
６ 

反
対 

０ 

理
事
の
氏
名 

若
槻
匡
志
、 

久
米
田
真
志 (１頁) 

 

民ク岡山ＨＰ－Ｔｏｐ画面 

 



吉
原
司
郎 

 

魚
森
洋
史 

辻
川
登
貴
子
、
横
田
真
理
子 

亀
池
弘
二
（
新
任
） 

送
付
ハ
ガ
キ
総
数
１
２
９
通
、
返
信
無
し
は 

２
３
通
、
〇
印
記
入
無
し
は
１
通
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

結
果
は
過
半
数
が
全
議
案
、
賛
成
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

支
部
長 
若
槻
匡
志 

 

 
 

白
黒
写
真
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
―

写
真
同
好
会- 

民
ク
岡
山
写
真
同
好
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
品
展

に
出
品
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
一
部
を
会
員

便
り
に
含
め
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

作
品
展
に
は
、
カ
ラ
ー
作
品
に
比
べ
て
、
モ
ノ

ク
ロ
写
真
の
出
品
数
は
格
段
に
少
な
い
の
で
す

が
、
白
黒
の
当
情
報
誌
に
合
わ
せ
て
の
掲
載
で

す
。
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

代
表
幹
事 

 

伊
藤
嘉
之 

（
表
示
年
月
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
年
月
で
す
）

 

 

 

 

―

会
員
便
り―

 

（
七
月
七
日
〆
切
の
会
員
便
り
） 

 

・
昨
春
よ
り
職
を
完
全
リ
タ
イ
ア
し
ま
し
た
。

毎
日
が
日
曜
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
か
社
会

に
お
返
し
を
と
幾
つ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
余
り

出
か
け
ら
れ
な
い
の
が
、
悩
み
の
種
で
す
。 

（
亀
池
弘
二 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
朝
６
時
雨
の
日
も
風
の
日
も
近
く
の
ゴ
ル
フ

練
習
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。 

（
宮
川
栄
之
助 

Ｋ
Ｓ
Ｂ
） 

・
ワ
ク
チ
ン
は
早
め
に
接
種
で
き
ま
し
た
が
、

ゴ
ル
フ
も
せ
ず
ほ
と
ん
ど
自
宅
近
辺
を
う
ろ
つ

く
毎
日
で
す
。
（
沼
本
俊
晴 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

・
日
々
の
散
歩
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
安
部
省
三 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

・
一
日
７
，
０
０
０
歩
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
（
松
田
憲
司 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
理
事
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
足
を
向
け
て
寝

ら
れ
な
い
毎
日
で
す
。（
菅
田
一
郎 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
変
わ
り
な
く
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
山
田
伸
二 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
専
心
巣
籠
老
人 

（
坂
川
弘
祐 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
夫
婦
と
も
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
２
回
接
種
を
６
月
１
２
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
て
長
生
き
し
ま
す
ぞ
！
今

年
中
は
マ
ス
ク
生
活
を
続
け
ま
す
！ 

（
高
谷 

昇 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
四
兄
妹
の
長
男
の
私
だ
け
が
生
き
残
り
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
洗
礼
に
晒
さ
れ
て
生
き
て
い
る
。

こ
の
時
節
、
現
役
時
代
の
縁
深
い
先
輩
達
の
逝

去
も
あ
り
、
ミ
ン
ク
の
仲
間
達
と
の
よ
る
べ
が

一
層
心
を
寄
せ
る
世
界
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

諸
氏
の
多
彩
な
活
動
報
告
や
蘊
蓄
が
生
き
る
励

み
の
支
え
で
も
あ
り
ま
す
。 

(

妻
井
令
三 

Ｒ
Ｓ
Ｋ) 

・
先
日
免
許
更
新
の
た
め
の
認
知
テ
ス
ト
を
受 

け
ま
し
た
。
結
８
６
点
Ａ
判
定
で
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
前
に
初
め
て
受
け
た

時
よ
り
１
０
ポ
イ
ン
ト
減
で
し
た
。
十
一
月
が

免
許
更
新
時
期
で
す
。
あ
と
３
年
（
７
５
才
以

上
は
３
年
毎
の
更
新
）
は
安
全
運
転
で―

と
改

め
て
誓
っ
て
い
ま
す
。（
行
本
章
允 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

・
去
年
は
コ
ロ
ナ
の
外
出
自
粛
の
せ
い
で
、
今

年
は
自
分
の
入
院
中
で
、
お
花
見
を
友
人
達
と

楽
し
む
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
「
春
の
桜
、
秋

の
紅
葉
を
あ
と
何
度
見
る
事
が
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
唄
の
歌
詞
を
つ
く
づ
く
思
う
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。
（
横
田
真
理
子 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

 

 

・
退
職
後
始
め
た
水
彩
画
を
今
も
続
け
て
い
ま

す
。
山
陽
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
本
部
教
室

へ
、
今
も
月
２
回
通
っ
て
い
ま
す
。
民
ク
岡
山

の
活
動
で
は
、
行
こ
う
会
、
写
真
同
好
会
、
柳

川
川
柳
学
校
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
寄

る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る

こ
と
か
・
・
・
・
。 

（
松
田
通
男 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
最
上
稲
荷
の
広
報
誌
「
最
上
教
報
」
に
エ
ッ

セ
イ
「
シ
ネ
マ
が
く
れ
た
贈
り
も
の
」
を
連
載

中
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ご
ら
ん
下
さ
い
。 

（
鷹
取
洋
二 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 

親父の威厳 戸田啓司 ２０１９／９ 

 

名酒本舗 榎本一二 

霜柱  佐藤 清 ２０１８／２ 

 

保命酒本舗 榎本一二 ２００８／６ 

 

カメラ目線 伊藤嘉之 ２０１９／１０ 

民放クラブ・フォト・コンテスト優秀作品 (２頁) 



・
二
月
に
直
腸
が
ん
の
大
手
術
を
し
ま
し
た
。

肝
臓
に
転
移
が
あ
り
七
月
に
再
手
術
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
想
い
は
台
湾
の
事
で
す
。 

（
中
山
健
一 
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
御
無
沙
汰
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
大
森
真
理
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

・
目
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
口
は
達
者
で
す
。
俳

句
も
続
け
て
い
ま
す
。（
山
県
章
宏 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。 

（
星
島
晋
一
郎 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
ご
苦
労
様
で
す
。
（
中
尾
俊
直 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
御
多
聞
に
漏
れ
ず
自
粛
の
毎
日
で
す
。
正
に

本
日
第
二
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
で
す
。
ど
う

に
か
来
週
か
ら
は
少
し
自
由
に
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
た
り
、
鮎
釣
に
も
行
こ
う
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
御
多
幸
を
祈
り
つ
つ
、
草
々
。 

（
小
原
啓
司 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｐ
） 

・
コ
ロ
ナ
で
外
出
も
ま
ゝ
な
ら
ぬ
中
、
定
年
後

健
康
づ
く
り
と
し
て
計
画
し
た
．
直
ぐ
近
く
に

あ
る
鴨
神
社
に
参
拝
し
裏
山
の
広
場
（
標
高
１

３
０
ｍ
程
）
で
の
毎
６
時
３
０
分
か
ら
ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
帰
１
時
間
余
り
の
散
策
（
約
７
０

０
０
歩
）
も
う
１
８
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
２
０
２
０
年
は
３
５
１
日
実
施
。
お
蔭

で
何
の
薬
の
お
世
話
に
も
な
ら
ず
、
健
康
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
川
上
弘
道 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
巣
ご
も
り
の
せ
い
で
若
い
頃
に
は
全
く
興
味

な
か
っ
た
プ
ロ
野
球
Ｔ
Ｖ
観
戦
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。
広
島
カ
ー
プ
で
す
。
夏
の
甲
子
園
で
大

会
新
記
録
の
６
本
塁
打
を
打
っ
た
広
陵
高
校
出

身
の
中
村
奨
成
選
手
が
カ
ー
プ
に
入
団
し
て
以

来
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
カ
ー
プ
は

投
打
と
も
不
振
で
す
が
来
年
は
大
化
け
す
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
安
田
了
三 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
綾
野
温
巳 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
菜
園
と
日
常
の
買
物
と
た

ま
に
町
医
者
へ
行
く
程
度
で
コ
ロ
ナ
が
退
散
す

る
迄
、
自
粛
の
日
々
で
す
。 

（
木
口
重
雄 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
孫
の
喜
ぶ
顔
を
想
い
浮
か
べ
つ
つ
ぶ
ど
う
・

デ
コ
ポ
ン
等
の
栽
培
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
（
有
吉
和
生 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

 

  

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
も
終
了
し
ま
し
た
。

も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
。（
向
井
博
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
時
間
を
も
て
遊
ん
で
い
る
の
で
、
４
月
中
旬

よ
り
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
パ
ー
ト
で
週

４
日
程
行
っ
て
い
ま
す
。 

(

笠
間
範
一 

Ｒ
Ｎ
Ｃ) 

・
今
年
も
引
続
き
山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
の
事
務
局
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。 

事
務
所
は
Ｒ
Ｓ
Ｋ
の
旧
本
社
ビ
ル
内
の
３
階
で

す
。
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
お
寄
り
下
さ

い
。
（
井
戸
恒
雄 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
今
秋
こ
ち
ら
に
来
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
最

近
免
許
返
納
も
っ
ぱ
ら
移
動
は
バ
ス
電
車
少
々

不
便
に
な
り
ま
し
た
が
元
気
で
や
っ
て
ま
す
。

（
守
安
英
士 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

当
面
休
止
。
お
ま
け
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
ふ
え

る
の
は
体
重
の
み
。
こ
の
為
足
の
運
び
が
衰
え

た
よ
う
で
コ
ロ
ナ
明
け
が
少
し
心
配
に
な
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。(

豊
田
新
一
Ｒ
Ｓ
Ｋ)  

・
最
近
コ
ロ
ナ
禍
で
人
さ
ま
と
お
会
い
す
る
こ

と
が
極
端
に
少
な
く
な
り
不
安
感
さ
え
抱
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
い
ま
ま
で
の
日
常

生
活
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
生
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
世
代
に
な
り
最
近

は
『
往
く
道
』
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
時
折
り

考
え
ま
す
。
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？
オ
ッ
と

こ
れ
は
禁
句
で
す
か
ね
。 

(

濱
家
輝
雄 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
＊
岡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
ま
だ
や
っ
て
い
ま
す
。
（
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
）
＊
岡
山
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
岡
山
人
じ
ゃ

が
」
の
原
稿
を
１
回
／
年
書
い
て
い
ま
す
。 

（
広
坂
武
昌 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
今
月
ニ
ン
ニ
ク
を
初
収
穫
し
、
焼
肉
し
ょ
う

油
漬
け
な
ど
で
食
べ
、
ス
タ
ミ
ナ
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト

マ
ト
も
順
調
に
育
ち
食
卓
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

ス
イ
カ
も
初
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
難
し
い
で
す
。

（
佐
藤
晃
一 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 

 

妻
井
令
三   

冬
至
の
古
城  2
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・
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
の
為
外
出
を
控
え
引
き

こ
も
り
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
日
よ
う
や
く
病
院
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
連

絡
が
あ
り
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
対
梨
久
嗣 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
釣
り
と
写
真
や
っ
て
ま
す
。 

（
戸
田
啓
司 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
コ
ロ
ナ
騒
動
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
す
が 

来
年
の
総
会
で
は
マ
ス
ク
無
し
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
（
若
槻
匡
志 

Ｒ
Ｓ
Ｋ) 

・
８
０
（
才
）
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
も
ん
だ
！

（
水
川
勝
彦 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
７
月
４
日
の
誕
生
日
（
満
８
９
歳
）
を
間
近

に
突
然
右
眼
の
視
力
を
失
い
ま
し
た
。
う
っ
と

う
し
い
片
眼
暮
し
で
す
が
、
妻
の
介
護
を
し
な

が
ら
何
と
か
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
新
コ
ロ
ナ

禍
が
去
り
、
早
く
民
ク
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
し

た
い
も
の
で
す
。
（
妹
尾
信
秀 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
津
山
は
東
部
（
旧
勝
北
町
）
の
田
舎
で
細
々

と
く
ら
し
て
い
ま
す
。
歩
行
困
難
に
な
ら
な
い

よ
う
週
１
～
２
回
プ
ー
ル
に
行
き
歩
い
て
い
ま

す
。
先
が
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
く
な
り
“
今
日

無
事“―

に
感
謝
で
す
。(

織
田
照
男 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

菅田一郎 午前１０時の日差し ２０１８/８ 

(３頁) 



・
今
年
に
な
っ
て
足
痛
が
ひ
ど
く
な
り
検
査
し

た
と
こ
ろ
末
梢
動
脈
疾
患
と
の
こ
と
で
ス
テ
ン

ト
等
の
挿
入
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

思
い
が
け
な
い
後
遺
症
が
出
て
今
も
足
痛
に
悩

ま
さ
れ
歩
く
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。 

（
山
内
英
夫 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

・
毎
年
６
月
の
末
に
な
る
と
地
元
マ
ス
コ
ミ
に

採
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
岡
山
空
襲
の
惨
状
。
今

か
ら
７
６
年
前
の
こ
と
。
僕
が
８
歳
の
時
。
夜

明
け
前
か
ら
火
の
粉
の
中
を
逃
げ
ま
と
い
湊
に

あ
る
叔
母
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
時
は
も
う
夕

方
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
叔
母
が
食
べ
さ

せ
て
く
れ
た
「
麦
茶
と
お
む
す
び
」
の
味
は
未

だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
飽
食
の
今
日
に
あ
っ
て

も
、
こ
れ
に
勝
る
味
に
は
未
だ
に
出
会
え
て
い

な
い
。
（
岩
崎 

巧 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｐ
） 

 

 

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
２
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
の
生

活
に
戻
る
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
民
ク
の
皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
持
病
の
内
腸
骨
動
脈
瘤

も
、
６
月
の
検
診
で
瘤
の
拡
大
が
ほ
ゞ
止
ま
っ

て
い
る
と
の
事
で
、
手
術
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）

も
半
年
後
の
検
診
で
決
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
、
今
ま
で
通
り
に
野
菜
作
り
を
楽
し

ん
で
続
け
て
い
ま
す
。（
井
垣
武
彦 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

 
・
“
コ
ロ
ナ
”
で
ま
す
ま
す
弱
者
が
生
き
辛
く

な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
少
し
で
も
希
望
を

も
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
様
に
と
、

さ
ゝ
や
か
な
が
ら
日
々
“
世
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
”
に
励
む
８
０
・
６
歳
で
す
。 

(

加
藤
紀
臣 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

・
永
く
生
き
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
起
き
て
、
も
し
か
し
た
ら
、
後
世

か
ら
見
る
と
、
今
は
歴
史
に
残
る
真
っ
た
だ
中

か
も
、
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
素
敵
な
こ
と
で
も
、
起
き
れ
ば
い

い
の
に
。
（
辻
川
登
貴
子 

Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

・
皆
様
お
元
気
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
お
会
い

し
た
い
も
の
で
す
。
（
曽
根
英
二 

Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

―

会
員
動
向
ー 

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
～
２
０
２
１
年
７
月
３
１
日
） 

  

訃
報 

 

ご
逝
去
を
悼
み
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

上
野 

元
始
郎 

様 

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

 

２
０
２
０
年
６
月
２
８
日 

逝
去 

８
９
歳 

入
野 

和
生 

様
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

 

２
０
２
０
年
８
月
２
７
日 

逝
去 

７
３
歳 

赤
木 

雄
児 

様 

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

 

２
０
２
１
年
４
月
９
日 

逝
去 

 

９
３
歳 

太
田 

富
士
雄 

様 

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

 

２
０
２
１
年
６
月
２
日 

逝
去 

 

８
８
歳 

 

退
会 

 

長
ら
く
民
ク
岡
山
を
ご
愛
顧
頂
き
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

西
岡 

昌
麿 

様
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
０
年
５
月
１
３
日
付 

 

玉
木 

邦
夫 

様
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
１
年
３
月
３
１
日
付 

 

広
瀬 

斡 

様
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
１
年
３
月
３
１
日
付 

安
井 

清 

様
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
１
年
３
月
３
１
日
付 

石
見 

邦
慧 
様
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
１
年
４
月
１
日
付 

吉
岡 

猛 

様
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

２
０
２
１
年
４
月
３
０
日
付 

 

―

パ
ソ
コ
ン
の
広
場
ー 

 
 
 
 

 

民
ク
岡
山
支
部
Ｈ
Ｐ
の
ア
ド
レ
ス
は 

https://cmc-okayama.com/ 

で
す
。 

 

尚
、
ス
マ
フ
ォ
な
ど
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
ア
プ
リ

で
次
の
画
像
を
参
照
す
る
と
民
ク
Ｈ
Ｐ
が 

素
早
く
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

   
 
 

 

 
 

 ま
た
、
民
ク
岡
山
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
の 

ア
ド
レ
ス
は 

mink-okayama@cmc-okayama.com 

で
す
。 

加
入
ご
希
望
の
方
や
登
録
ア
ド
レ
ス
を
変
更
さ

れ
た
い
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。
現
在
１
１
２
名
が

加
入
し
て
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
担
当   

若
槻
匡
志  

(

編
集
後
記
） 

 

情
報
紙
作
り
名
人
の
Ｓ
さ
ん
に
代
っ
て 

見
よ
う
見
ま
ね
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。
普
段
は
ホ

ー
ム
頁
を
担
当
し
て
い
る
の
で
作
成
中
に
つ
い

つ
い
リ
ン
ク
先
を
探
す
癖
が
出
ま
し
た
。
（
Ｗ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

干潮 中西 厚 ２０１５／３ 

文屋好司 太古の空 2020/6 

(４頁) 
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